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論 文 内 容 の 要 旨

Riemann面の古典論の中心をなす Riemann-Rochや Abelの定理の開 Riemann面-の拡張は,近年

Ahlfors,Kusunokiによって一つの定式化が与えられ (1958-9),以後その改良や拡張が内外でなされて

きた｡申請者はとくに Riemann-Rochの定理を深 く考察 し以下のように新 しい概念を導入することによ

って,これまでよりはるかに広い函数や微分の族に対 して適用できる一般的な定式化をえた｡

開 Riemann面においてほ古典諭と本質的に異なる点が多いがとくに,取扱 う有理型函数や Abel微分

に対 してその境界における挙動を適当に制限する必要がある｡ この点に関して申請者は従来の制限をゆる

めた ｢A｡挙動｣という概念を参考論文 1において導入 し主論文の出発点とする｡開 Riemann面Rを考え

るとき,函数や微分の極および零点を指定する divisorは古典論のように有限とは限らずRの境界に集積

する無限点列であることが許容される｡主論文ではこれらの点をすべてRの新 しい境界と考えるという着

想のもとに divisorおよびその multipleという概念を一般化した｡すなわちRの (Ker6kjまrt6-Stoilow)

理想境界 ∂Rの一つの分割pに対 して,PとA｡によって決まる ∂R近傍で解析的な微分のなすある実ベ

クトル空間Aを定義 し,A｡挙動をもつ微分のなすその部分空間をBとするとき商空間A/Bまたはその部

分空間をPA｡-divisorと呼ぶ｡そしてR上の解析的微分α (または函数 f)がPAo-divisorvのmultiple

であるとは,a)(または df)がⅤの元を法として A｡挙動をもつこととする｡この定義は古典的な場合の

極因子の multipleに相当する｡そこで零因子の multipleに対応するものは,線積分の極限によって一

般化された留数を考え Resf(｡-0,VwEV という形の関係をもって定義する｡

以上の準備のうえ ∂Rの2つの分割p,Qを考える｡Pは ∂Rを3つの部分α,β,γにわけるもので

あ り,Qは最も細かい分割である｡A｡1,A｡2 を互いに dualと呼ばれる挙動空間とし,Vp,VQ を夫々β

およびγ以外ではで 0である元からなるPA｡1および QA.2Aivisorとする｡m-dimVp,n-dimVQ は有

限とは限らないが,とくにm,nおよびRの種数 gが有限なとき,Riemann-Rochの定理の一般化として,

』-(Vp,VQ) に対 して
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dimS(1/A)-dimD(A)-ind∠ト2g+2

なる関係を示 した｡ここに indA-n一m,S(1/A)は VQ の multipleでかつ Resfr-0,VTeVp をみたす
β

R上の一価解析函数の空間であり,D(A)は Vp の multipleでかつ Ressw-0,VdsEVQ をみたすR上の
γ

解析的微分の空間である｡

上のm,n,gが有限でない場合も取扱われている｡また上記の結果がこれ迄の拡蘇 (古典的な場合も

こめて)をすべて含むことが示されている｡

参考論文 1では ｢Ao挙動｣の概念を導入している｡Aoは,R上二乗可積分な複素微分全体に通常の内

積の実部を内積とした実ヒルベル ト空間のある部分空間を表わし,微分αがAo挙動をもっとは,a)が∂R

の近傍では Aoの元とほぼ同じ挙動をもつことである｡ また2つの挙動空間が dualであることを定義

し,これらの概念と古典的な divisorを用いて Riemann-Rochの定理の一つの拡張を与えた｡この応用

として,種数が有限で境界が滑らかな曲線からなる開 Riemann面に対 して Koebeによる古典的な slit

mappingの拡張が示されている｡

参考論文2では,主論文における定式の応用として,上記の開 Riemann面は境界がすべて実軸の上に

ある slitからなる有限菓被覆面に等角写像できることを示 した｡ これは従来の定式化からはえられない

結果である｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

開 Riemann面上の Abel微分の組織的研究は1940年頃より Nevanlinna,Ahlfors等多 く学者によっ

て進められてきたが Riemann-Rochや Abelの定理の開 Riemann面-の拡張についてはその可能性も

分らず残されていた｡近年 Kusunokiは半完全標準微分の概念を導入しその classの微分と積分函数に

対しそれらの定理の拡張を与えた.一方 Ahlforsは distinguisheddifferentialの Classを導入して Abel

の定理を与え,その後 Royden,Rodinはその Classに対 して Riemann-Rochの定理の定式化やその改

良を示 した｡上の2つの classは境界が小さい Riemann面のときは一致するが,境界が大きいとき後者

の Classは存在しないことが分かったので以後前者の方向で種々の角度からさらに一般化された｡申請者

の研究もこの線に沿 うが,種々の点でこれ迄のものを大幅に拡張 したものといえる｡

申請者はまず取扱 うべき微分や函数の族を拡げるために, それらの境界挙動の制限として ｢Ao挙動｣

という概念を導入した｡半完全標準微分はヒルベル ト空間 Aoを特定にとったときに生ずる｡主論文にお

いて申請者は従来 Riemann面上に与える divisorの点を境界点と考えるという着想のもとに,一般に理

想境界における特異性と divisorを定義 しまたそれに応 じて multiple等の概念を一般化 した｡そしてこ

れらによって統一的でかつ,函数と微分の dualityをより明確にした Riemann-Rochの定理の定式化を

与えた｡それはこれ迄の結果を統一的に含むばか りでなく,従来の意味のdivisorの有限性や周期に関す

る条件等の制限も大幅にゆるめたものであり,その結果は非凡な着想とともに高く評価される｡

参考論文 1は,Ao挙動および挙動空間の双対性の概念を導入した先駆的な仕事であり,興味ある実例

や応用も与えている｡

参考論文2では主論文の結果が単なる抽象的拡張ではなく,従来の定式化では導けないようなRiemann
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面の等角写像への応用があることを示している｡

以上の研究がこの方面の研究に与えた寄与とその影響は少なくない｡

よって,本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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